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六十六部とは、六部ともいわれ法華経を書写し、それ
を日本全国六十六州の神社仏閣の霊場に奉納して廻る行
脚僧のことである 1 とされ、その廻国巡礼の証とされる
石塔「廻国供養塔」が、全国津々浦々に残されている。
廻国供養塔は、全国に10,390基（2021年8月31日現在）
2 が確認され、廻国供養塔データベース 3 に登録されて
いる。

六十六部廻国巡礼は、中世に始まり、近代初頭まで数
百年に渡って続いた世界でも例を見ない巡礼である。近
世には、僧や聖のみならず一般在俗者も六部となり、全
国の神社仏閣を参詣して納経し、納経帳に寺印（御朱印）
を受けたとされている 4。

筆者の住む千葉県市原市では、令和元年から 2 年に
かけ「いちはら六十六部供養塔調査の会」が市内全域の
供養塔の調査を行い、その結果総数で 159 基が確認さ
れた（2021 年 12 月現在）5。この調査によって供養塔は、
市内の村々の路傍や寺院の境内、墓地などに数多く残さ
れていることが分かった。図１は供養塔の例である。

筆者は、調査によって明らかになった市原市の廻国供
養塔から近世六十六部廻国を考察する中で、市内におけ
る供養塔造立の開始は、元禄・宝永大地震との関係を示
唆しているように感じられた。そこで、これを検証する
ため、千葉県における近世六十六部廻国初期に焦点を絞
り、供養塔の銘文等から造立の実態を分析した。この分
析を通じ、本研究は近世に変容する廻国巡礼信仰の社会
的背景と、近世六十六部廻国という現象を考察すること
を目的とする。

本文中、原則として六十六部廻国行者を六部、六十六
部廻国供養塔は供養塔と略称し、供養塔造立地は江戸期
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要　旨　江戸時代に造立された千葉県市原市の六十六部廻国供養塔を、何時、何処に、誰が造立し
たかを調べていく中で、天災や疫病との関連が示唆された。それを検証するため県内の供養塔の造
立の実態を分析した。年毎の造立数と天災や疫病流行を対応したところ、造立が元禄地震後に集中
していることが分かった。被災したそれぞれの村から六部になって廻国に向かい、成就して供養塔
を造立し供養会を行っている。ここから地震による犠牲者を弔い供養するという極めて強い動機が
あったことが推測された。地震発生から供養塔の造立までの数年のタイムラグは、犠牲者の年忌法
要の関係であると推定した。
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図 1．市原市南総地区の供養塔〖南総 10〗2022 年撮影
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の旧村名で表記する。

1．六十六部廻国巡礼の先行研究

（１）本研究で基本とした六十六部廻国巡礼の先行研究
本研究で基本とした、先行研究の主なものは次の三

つである。一つは、小嶋博已・田代孝氏等による巡礼論
集 2『六十六部廻国巡礼の諸相』6 である。この論集は、
大阪府狭山市で 1998 年 12 月に開催された「六十六部
シンポジウム―廻国巡礼の発生とその変貌―」で発表さ
れた論文と六十六部研究論文・資料を紹介したもので、
六十六部廻国巡礼研究の原点とも言える論集である。

二つ目は、『六十六部日本廻国の研究』7 で、上記論
集に参加した小嶋博已氏が 2022 年に刊行したもので、
巡礼論集２の研究を踏まえた上で、さらにその論を発展
させている。自らの足で全国を調査し、収集した史料を
もとに幅広く論考されていることから、その論点は多岐
にわたり、六十六部廻国を総合的に研究した、六十六部
廻国研究の金字塔と言える。従って本論文は、基本的に
本書に立脚し、本文中で適宜本書を引用しながら、日本
全国を対象とした小嶋氏の研究が市原市や千葉県におい
て有効であるかを検証する側面をもつ。

三つ目は、本研究のきっかけとなった『市原市の
六十六部廻国供養塔』8 である。本書は「いちはら
六十六部供養塔調査の会」が行った、市原市の供養塔の
調査結果をまとめた報告書である。調査結果は、房総古
代道研究会セミナーで発表され『房総古代道研究（五）』
に論文が収録され 2020 年に刊行されている。これが市
原市における、六十六部廻国供養塔の調査と研究を体系
的に行われた最初の論文と思われる。調査により、市内
の各地に供養塔が造立されていることが明らかとなり、
筆者が六十六部とは何かに疑問を持ち、本研究を始める
きっかけとなった。本論文中の市原市の供養塔の情報は、
全て『市原市の六十六部廻国供養塔』に基づく。また、
この調査結果は「廻国供養塔データベース　六訂版」9

に反映されているため、あわせて用いている。
以上の先行研究成果の詳細はここでは省略し、必要に

応じて各項で引用あるいは要点を提示する。

（２）供養塔から読み取れること
供養塔の碑文には、「奉納大乗妙典日本廻国供養塔」

に代表的される主銘文が刻まれ、これは文言の違いがあ
るが殆ど全ての供養塔に刻まれている。これに主銘文の
脇や下に「天下泰平・日月清明」に代表される脇銘文が
付されている。市原市の例では、約半数に付されていた。
この他に、願主として六部の名前やその出身地である生
国、造立年月日の日付が刻まれている。この日付には、
吉日、吉辰、吉祥日等が刻まれているものもある。

また供養塔には造立の経緯が記されているものがあ
り、こうした記述からいくつかの分類ができる。六部が
造立する供養塔としては、全国 66 州の神社仏閣を廻国
納経して成就したときに建てる「成就供養塔」、あるい

は廻国の途上で造立する「中供養塔」がある。その他
に、廻国途上で無念にも命を落とした六部を看取った村
の人々が造立した「途上死供養塔」や、六部が亡くなり
その「墓標」として造立された供養塔がある。この他に、
地蔵菩薩像などの仏像や道標が刻まれ道しるべとして併
用されたものや、六部に善根宿や食料を施行して支えた
人々の記念碑的「施行供養塔」などがある 10。

（３）六十六部廻国における千葉県と市原市の地理的位
置づけ

房総半島は、東を太平洋、西を東京湾に囲まれた半島
である。千葉県は、房総半島を南にして、利根川の河口
の銚子市を東端に利根川を遡り茨城県に接し、関宿を北
端にして江戸川を下り、西に埼玉県と東京都に接して東
京湾となる。江戸時代初期に治水対策と太平洋側からの
水運のため、旧利根川と旧鬼怒川間を掘削して直接結び
現在の利根川と江戸川としたことにより、千葉県は海と
川に囲まれた島のようになっている。これを模したマス
コットがチーバくんである。千葉県は、古代から三国に
分けられ南は安房国、中部を上総国、その北は下総国で、
武蔵国と常陸国に接していた。これが房総三国で、律令
期から明治維新まで千数百年続いた国域である。市原市
は、千葉県中央部の北西、東京湾に面した位置にある。
供養塔が造立された当時は、上総国の北西端に位置し、
北を下総国千葉郡（現千葉市）に接し、江戸（現東京都）
に歩いて１日くらいで行ける距離にある。地形的には、
養老川河口の広い扇状地より南に養老川を遡り、養老渓
谷に至る流域に発達した地域である。

六十六部廻国は、全国 66 州（国）の神社仏閣を、渡
し船を除く船や駕籠を使わず徒歩のみで巡礼する。近世
の「六十六部縁起」11 等によると、武蔵国は浅草寺（現
東京都江東区）あるいは武蔵国惣社六所神社（現大國魂
神社、東京都府中市）、常陸国一宮の鹿島神宮（現茨城
県鹿嶋市）、下総国一宮の香取神宮（現千葉県香取市）、
上総国一宮の玉前神社（現千葉県長生郡一宮町）、安房
国は清澄寺（現千葉県鴨川市）が主な納経社寺となって
いる。六部は、これ等の神社仏閣を巡礼し納経を行った。
六部が房総半島へ入る経路は、江戸から下総国西部を経
る東京湾側のルートと、常陸国から下総国東部を経る太
平洋側のルートの二つが想定されるが、いずれのルート
でも安房国まで南下し、半島を一周して反対側へ抜けた
と考えられる。東京湾側から内陸まで広がる現市原市は
この巡礼道の途上に位置し、房総半島を旅する六部はこ
こを必ず通過した。

（４）廻国供養塔造立の推移
廻 国 供 養 塔 は、 全 国 で 10,390 基 確 認 さ れ て い る

（2021 年 8 月 31 日現在）12。（小嶋氏は供養塔を件と
しているが、本論文では基と表示する）この内千葉県
が 1,291 基で 12.4% を占めている。造立数の割合（％）
は、供養塔の調査状況の地域差があり比較はできない
が、現時点での調査結果の参考値としてこれを示す。（以
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下同様）これを房総 3 国でみると安房国 301 基、上総
国 329 基、下総国 823 基となっている 13。（注　当時
の下総国の国域は、現在の千葉県の県境よりも一部茨城
県および埼玉県側に広く、このため合計すると千葉県の
造立数よりも多くなっている。）小嶋氏の『六十六部日
本廻国の研究』より、全国の供養塔造立推移を、1651
年から 1750 年までの近世六十六部廻国初期の 100 年
間を 10 年単位で示したのが図２．廻国供養塔年代別造
立数 14 である。（注　グラフの表示は、1650 年代とは
1651 ～ 1660 年を示す）この図から 17 世紀後半から
元禄期にかけて造立数は少ないが徐々に増加傾向を示
し、六十六部廻国巡礼の関心の高まりを感じることがで
きる。これが 1700 年代になると一気に 318 基造立され、
ここから供養塔の本格的な造立が始まったことを示して
いる。

（５）廻国期間の推定
廻国期間は、六部が廻国に向かった時期を想定する上

で重要である。小嶋氏は六部が残した「納経請取状」や「納
経帳」を詳しく調査、分析した結果、廻国行には時期に
よって 3 つのタイプがあったとする 15。これを整理す
ると次のようになる。

タイプⅠ：一国につき一つの寺社へ納経するという原
則に近い巡り方をして、納経寺社数は 60 ヶ所か
ら 100 ヶ所で、廻国期間は 1 年半からせいぜい
2 年余りで結願している。18 世初頭の 1701 ～
1710 年（元禄末～宝永）の廻国になる。

タイプⅡ：一国あたり 3 ～ 10 ヶ所の寺社に納経を行
い、総数は全国で 200 ヶ所前後から 700 ヶ所近
くにのぼる。1710 年代以降（おおむね正徳以降）
に見られ、事例数が多く全期間を通じている。こ
れが近世中・後期の六十六部廻国の最も一般的
様式とみなすことが出来る。

タイプⅢ：納経寺社数が数百ヶ所にのぼり、廻国期間
が非常に長く、10 年から 20 年におよぶ。長期
の旅であるにもかかわらず、六十六部納経の成
就に至っていない、職業的六十六部。1800 年代
以降（享和以降）に属する。　

タイプⅡの廻国期間は言及されていないが、同書の
「表３ 本章で取り上げる近世の納経帳 16」より類推する

と 3 ～ 6 年位と思われる。これらから、廻国に要した
期間は宝永期頃までは 1 年半～ 2 年であり、正徳期を
境に 3 ～ 6 年間と、僅かな期間のうちに増加していた
と理解できる。

２．近世六十六部廻国巡礼の背景

（１）近世六十六部廻国供養塔造立の一般的な理解
小嶋氏は「六十六部日本廻国の研究」で、廻国供養塔

の造立年代の明確な 9,364 件の年代別造立件数を調べ
た結果から、次のように述べている。

近世の状況でなによりも注目すべきは、十八世紀
初頭の劇的ともいえる大量出現であろう。じつはこ
の十八世紀初頭には、廻国供養塔以外の他の六十六
部関係史料も登場してくる。六十六部廻国者の納経
帳の初見は管見の範囲では元禄十四年 ( 一七〇一 )
から翌十五年にかけてのもので、以後、元禄・宝
永期のものが多数、確認されている（第二部第二
章）。六十六部縁起も、刊本として登場するのはほ
ぼ同時期で、現在、元禄三年 ( 一六九〇 )・宝永二
年 ( 一七〇五 )・同五年のものが知られ（第一部第
一章）、さらに六十六部の納経所を一覧するリスト
も元禄四年・宝永四年に板行されている（第二部第
二章）。元禄から宝永にかけて、近世の六十六部を
特徴づける諸要素がそろって出現しているのであ
る。単に供養塔造立にとどまらず、六十六部廻国巡
礼そのものが、この十八世紀初頭に一つの大きな画
期を迎えたとみる必要がある 17。

また更に、
もとより、こうした現象が生起するためには、民

衆の巡礼の旅が容易になるという社会的条件が必
要である。元禄前後、すなわち十七世紀末から十八
世紀初頭にかけては、近世前期の農民一般の社会的
経済的上昇、都市経済の発展、交通インフラの整備
などによって、交通量・参詣量が急激に増加した時
期とされている。また、十七世紀後半には民衆の墓
塔や庚申塔その他の石塔・石仏の造立が隆盛に向
かっており、民衆が石造物を建てられるようになる
環境も出現していた。十八世紀初頭の廻国供養塔の
大量出現は、こうした二つの条件が充足されること
によって引き起こされたとみることができる 18。

と述べている。後者は小嶋氏の持論というよりも、近世
の石造物（石仏）と巡礼・参詣者の増加に対する一般的
な理解といえ、これを近世の廻国供養塔造立に当てはめ
たものである。一方で、小嶋氏は上記に付した註 (21) で、
次のように述べる。

註 (21)　ただし、墓塔にせよ種々の石塔類にせ
よ、他の石造物をみると、地域差はあるものの一般
にはいま少し早い十七世紀中葉ないし後半に出現
して、いま少し穏やかな曲線を描いて増加してゆく
のが通例である。廻国供養塔の本格的出現はそれに
やや遅れ、かつ、いったん登場すると爆発的な急増

図 2．廻国供養塔年代別造立数（小嶋氏『六十六部日本廻国の
研究』264 ページ図２収集事例の年代別造立件数より抜粋）
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現象をみせる。背景に民衆の巡礼・参詣全般の大規
模な増加があるとはいえ、一般的な条件のみでこの
現象が説明できるかどうか。そこになお、検討の余
地が残っていると考える 19。

小嶋氏は、供養塔造立が 18 世紀初頭の「爆発的な急
増現象」を、一般的な条件のみで説明可能かに疑問を呈
す。筆者は、小嶋氏の言うこの「検討の余地」こそが、
近世の六十六部廻国の社会的背景を考察する上で最も重
要な点だと考える。本研究は、この供養塔造立の「爆発
的な急増現象」を、市原市や千葉県の供養塔の造立実態
から検証するものである。

（２）近世六十六部廻国の背景
上記の小嶋氏の指摘のように、18 世紀に入っての供

養塔増加は、他の石造物の増加傾向から見ても特異な現
象であった。中・近世の石造塔を研究した池上悟氏は

「六十六部廻国供養塔 20」において次のように述べる。
この十八世紀に入っての急増という点は、独り

この廻国供養塔に窺われるのみで無く、諸国の著名
な仏閣の本尊の出開帳も同時期に盛行する様相が
明らかになっており、廻国とは逆の実態ではあるも
のの、関連する宗教的行事として留意されるところ
である 21。

つまり池上氏は、石造物や巡礼の増加といった廻国供
養塔に直接関係のある現象から視点を拡げ、出開帳とい
う、いわば霊場の方が民衆のもとへ来るという、廻国と
は対称に位置する宗教的行事と考え合わせる必要を述べ
る。また、江戸期に数度訪れる供養塔造立の減少時期に、
江戸三大飢饉のうち 2 時期が相当していることを指摘
し、飢饉が廻国に与えた影響に言及している 22。

人々が廻国や出開帳を通じ、霊験あらたかな神仏との
結縁を願う背景には、社会不安が窺われる。それは濁世
末法といった宗教的観念ではなく、より現実的な現象を
想定しなければならない。

元禄時代には、東北地方で７万人から 10 万人の餓
死者が出たとされる元禄の飢饉 (1695 ～ 6)23 の後、災
害が頻発している。倉地克直氏 24 によれば、麻疹や疱
瘡が流行して多くの死亡者が出ている中 25、元禄 16 年
(1703)11 月 23 日に元禄大地震が発生し、房総半島の
被害は甚大で 6,500 人以上、小田原藩で 2,300 人が、
全被災地で 1 万人以上亡くなったとされている。江戸
ではこの 6 日後大火災が発生し 3,000 人が亡くなり、
地震火災とも言われている 26。さらに、この地震のわず
か 4 年後、宝永 4 年 (1707)10 月 4 日関東地方から九
州にかけて再び巨大地震が発生し、広域で 5,000 人以
上が死亡したとされる 27。同じ年の 11 月 23 日には富
士山が大噴火し（宝永噴火）火山灰が降り広域に被害が
出ている 28。この時期は、華開く元禄文化を享受し、都
市民の富裕化が進む一方、相次ぐ天変地異が飢饉や疫病
と重なり、人々の不安が募っていた。これが神仏による
救済を求め、霊場への関心を強めた背景にあると考えら
れる。

一方、小嶋氏によれば、この時代は六十六部廻国に
とっても特別な時期であった。前述のように元禄 3 年
(1690) には六十六部縁起が、六十六州の納経所を一覧
するリストが元禄 4 年に相次いで板行され、さらにこ
れ等の版本は、宝永にかけて、何度も版を重ねている 
29。六十六部縁起は書写されて寺社等に特別に伝えられ
ていた 30 ものが、木版刷りにより大量に出回ることに
なり、さらに版を重ねている。多くの人が六十六部廻国
に関心を持ち、それを求めていた証に他ならず、世の中
に六十六部廻国納経の機運が高まっていたことを示すも
のである。

３．元禄・宝永大地震と六十六部廻国供養塔造立

（１）市原市における六十六部廻国の開始
市原市内の供養塔を調査し、誰が、何時、何処に供養

塔を造立したかを調べ、六部が不惜身命で廻国に向かっ
た動機を考察する中で、地震等の天災や疫病流行と供養
塔の造立に関係があるのではないかと考えるに至った。
これを検証するため、市原市の天災と疫病の流行と供養
塔造立の関係を表にした。その表から元禄元年 (1688)
より享保 4 年 (1719) までの期間を抜粋したものが、表
１．天災・疫病流行と六十六部廻国供養塔【市原市版】
である。縦軸に西暦年を、横軸に『市原市の六十六部廻
国供養塔』の供養塔番号で、1 基１枡で横積み上げグラ
フにしたものである。その右の欄から順に、地震と津波、
火山噴火を、次いで風水害や冷害、飢饉を、その右に疫
病の流行、右端の欄に火事や備考として被災者数等をま
とめたものである 31。供養塔番号は、『市原市の六十六
部廻国供養塔』に示された供養塔固有の番号で、この番
号を見れば、立地場所や造立年月日、願主や主銘文等全
ての情報を確認することが出来る。以下、表の供養塔番
号及び本文中〖 〗内数字は供養塔番号である。

市原市で最初の供養塔は、君塚村（現市原市君塚）の
真言宗明光院山門前に造立された地蔵菩薩立像〖市原
24〗で、宝永 5 年 (1708)9 月に造立されている。願主
は九州豊前国の観空道者である。図 4 は、市原市で現
存最古の供養塔である。

次にその 1 ヶ月後の宝永 5 年 10 月 11 日、隣の五井
村の真言宗龍善院中瀬墓地（現市原市五井中瀬）に供養
塔〖五井 3〗が造立されている。この供養塔は、上総国
夷隅郡長志村（現いすみ市長志）の順西法師の菩提を弔
うものである。順西法師は宝永４年 5 月 9 日に佐原の
伊能家の善根宿 32 に宿泊したことが、伊能景利の残し
た「日本廻国六十六部宿泊帳」に「上総国同郡伊南庄長
志村道心順西坊」と記録されている 33。このことから順
西法師は、宝永 4 年 5 月頃に長志村を出立し、太平洋
側を巡り佐原で一泊して廻国し、その約 1 年半後に五
井村で亡くなったと推測される。出立から約 1 年半を
経て上総国に戻っていることから、タイプⅠの廻国期間
に合致し、既に廻国納経は成就していたと考えられる。
あと一歩で長志村に帰村するところであったが、無念に
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も当地で命を落とし、村の人々によって中瀬墓地に葬ら
れ、供養塔が造立されたと推測される。如何なる手段を
使っても帰村可能な距離であるが、順西法師は六部の本
懐である不惜身命で廻国に向かった身であることから、
この地で村の定めに従って葬って頂くことを願ったと思
われる。

その約 1 年後、宝永 6 年 (1709)10 月 5 日に同じ五
井村の浄土宗 守永寺（現市原市五井中央西）境内に久
誉行水と心光淨誉の舟光背型の地蔵菩薩立像の供養塔〖

五井 2〗が造立されている。この供養塔には「廻国成就
所」と刻まれている。この供養塔は地蔵菩薩像を浮き彫
りに刻み、「為六親眷属万人快楽也」とされている。こ
れが廻国の動機に深く関わっていると思われる。

市原市の近世六十六部廻国供養塔の造立は以上の 3
基から始まっている。供養塔所在地は東京湾沿いの古代
の駅路とされる主要道沿いの当時の街部で、真言宗と浄
土宗の寺院・墓地内である。市原市では、ここから内陸
に向けて時間をかけて供養塔の分布が広がり、養老川上
流の黒川村（現市原市朝生原）に供養塔が造立されるま
で 18 年を要した。そして、この黒川村の供養塔を契機
とするように、一般在俗者による供養塔造立が増加して

表 1．天災・疫病流行と六十六部廻国供養塔【市原市版】

いく。
さて、既に述べたように伊能景利の「日本廻国六十六

部宿泊帳」の記録から、〖五井３〗の供養塔に関わる順
西法師は約 1 年半で廻国を成就させ、上総国に帰国し
ていたと考えられ、他 2 基の六部も同様にタイプⅠの
期間で廻国を行った可能性が高い。この 3 基の供養塔
の造立年から六部の出立時期を逆算すると、いずれも宝
永 4 ～ 5 年頃と推測される。宝永 4 年 10 月に発生し
た宝永地震に近い時期だが、この地震では房総半島は大
きな被害はなかったとされる 34。また、〖市原 24〗の供
養塔の観空道者は豊前国出身であり、宝永地震によって
九州地方では豊後水道の両側や日向国で津波による死亡
者が出ている 35 が、観空道者は宝永地震以前に豊前国
を出立している可能性もあり、廻国の発願との直接の因
果関係は不明瞭である。筆者はむしろ、六部たちの出立
時期から 4 ～ 5 年前に発生した元禄地震との関係を推
測した。元禄地震が六部たちを廻国へ向かわせたとすれ
ば、なぜこの 4 ～ 5 年のタイムラグが生まれたのだろ
うか。

そこでこれを考察するため、「廻国供養塔データベー
ス　六訂版」により、房総３国である千葉県の実態を調

出典 「過去の災害一覧」内閣府防災情報より抜粋編集
 『江戸の災害史』倉地克直著　中公新書　表－ 8 江戸時代の主な疫病流行より抜粋編集
 『飢饉　飢えと食の日本史』菊池勇夫著　集英社新書より抜粋編集
 『市原市の六十六部廻国供養塔』いちはら六十六部供養塔調査の会より抜粋編集
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査した。

（２）千葉県（房総３国）の近世六十六部廻国供養塔造
立最初期

千葉県は、現在全国で最も多く供養塔が確認されてお
り、日本全体の 12.4% にあたる 1,291 基を数えること
は前述のとおりである 36。全国の供養塔造立推移を示し
た図 2「廻国供養塔年代別造立数」に対応した千葉県の
供養塔造立推移を示したのが、図 3「千葉県廻国供養塔
年代別造立数」である。全国で廻国供養塔が、1700 年
代 (1701 ～ 1710 年 ) の 10 年間に突然 318 件造立さ
れた 37 と小嶋氏が述べている同時期、千葉県では 68 基
が造立され全国の 21.8% を占めていた。小嶋氏が「爆
発的な急増現象」と示した同時期、千葉県の供養塔造立
が、全国の供養塔造立の 2 割以上を示していたことは、
急増現象の一翼を担っていたことを示すものである。

更にこれを検証するため、県内の造立数 1,291 基の内、
造立年不明や文久期より後 (1865 年以後 )・その他を除
いた 1,196 基を市原市と同様の積み上げグラフにした。
その結果から供養塔造立最初期の元禄元年 (1688) から
享保 4 年 (1719) を抜粋したのが、表２．天災・疫病流
行と六十六部廻国供養塔【千葉県版】である。この表は、
市原市の供養塔番号に替え「廻国供養塔データベース　
六訂版」の供養塔 sqNo. を用いている。sqNo. は、供養
塔固有の番号で、この番号を「廻国供養塔データベース　
六訂版」で見れば、立地場所や造立年月日、願主や主銘
文等全ての情報を確認することが出来る。以下、表の供
養塔番号及び本文中〖〗内数字は sqNo. である。

この表から分かるように、千葉県では 1701 年から
の 10 年間ではなく、元禄大地震の後の 1705 年から
1710 年の 6 年間に 67 基の造立が集中している。この
ことから、千葉県における近世六十六部廻国供養塔造立
は、明らかに元禄大地震の後の宝永 2 年から始まって
いる。

供養塔造立状況をみると、元禄期は元禄 6 年 (1693)
と元禄 16 年 (1703) に造立され、この 2 基が元禄地震
の前に造立された供養塔である。

元禄地震の後、宝永元年 (1704) は供養塔の造立が全
く無く、宝永 2 年の 3 基から造立が始まっている。以後、
同 3 年に 5 基、同 4 年に 13 基、同 5 年に一気に 23 基
となり、わずか 4 年で爆発的に増加しピークを迎えて
いる。この宝永 5 年の年間造立数 23 基は、約 50 年後
の宝暦 5 年 (1755) に同数の造立があるのみで、千葉県
では年間最多の造立数である。この異常ともいえる事実
は、六部たちが六十六部廻国に極めて強い動機を持ち、
ほぼ同じ頃に一斉に廻国に向かったことを示している。

供養塔造立最初期の宝永年間 (1704 ～ 1710 年 ) に
造立された供養塔は、22 市町村で 67 基になる。造立
数は、市町村によって調査の度合いが異なるので一概に
比較は出来ないが、この内で最も多かったのが匝瑳市
の 9 基で、次が香取市で 8 基、以下成田市 7 基、いす
み市 6 基、南房総市 5 基の順である。この内房総半島

南部から九十九里海岸沿いの 8 市町村の合計が、30 基
(44.8%) で半数近くを占めている。この地域で上記 3 市
の他、旭市 4 基、鴨川市 3 基、館山、山武市、横芝光
町が各 1 基である。

六部名が明確な供養塔は、51 基で 77 人となっている。
これを聖俗別にみると、僧や聖と思われる六部は 64%、
俗名あるいは四字法名の六部が 36% であった。市原市
の場合、宝永、正徳期は僧や聖と思われる六部のみで、
在俗の六部による供養塔造立は享保期の後半になってか
らであったのに対し、この地域は最初期から一般在俗者
が六部になって廻国に向かっている特異性があることが
分かる。

具体的に造立されている供養塔の主なものを見ると
以下の通りである。元禄大地震の後、最初に造立された
供養塔は、宝永 2 年 (1705)2 月 24 日我孫子市布佐の
真言宗延命寺に造立された供養塔〖1928〗で、次のよ
うな碑文が刻まれている。

奉納大乗法花妙典六十六部書写　名号六十六万遍
為六親眷属二世安楽也乃至法界平等利益開眼供養
導師海珠山徳満寺法印寛隆敬白  衆僧廿余人　大願
主沙門勝恵謹書　　　　　　　　
寺主延命寺現住法印快賢　助力之施主 岩井村橋本
長右エ門・名内村秋谷太良右□□エ門・白幡村山崎
新左エ門（下線筆者）

この供養塔は廻国供養塔ではなく、法華滅罪の経で
ある法華経を 66 部書写して供養塔を造立して供養をし
たものである。利根川の対岸の現茨城県利根町布佐の徳
満寺法印寛隆を導師に迎え、衆僧 20 余人により、近隣
村々あげて盛大な供養会を執り行っている。この法華経
六十六部書写は、「六親眷属二世安楽乃至法界平等利益」
とされていることから、延命寺の沙門勝恵によって、元
禄地震の犠牲者を弔い供養するために行なわれたと推定
される。名号を唱えて祈りながら法華経を 66 部書写し
て供養塔を造立して開眼供養をしている。過っての六部
は、法華経を 66 部書写して廻国して神社仏閣に納経し
ていたが、ここでは、法華経を書写することそのもの
を、特別なこととして供養塔を造立して大法会を修して
いる。これが、当時の六十六部廻国納経の現実の姿の一
端を物語っている。

次に、宝永期に造立された供養塔の半数弱を占める、
房総半島南部から九十九里海岸沿いの 8 市町村の特に

図３．千葉県廻国供養塔年代別造立数（廻国供養塔データベー
スより抜粋）
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在俗の六部による供養塔に焦点を当て、何時、何処に、
誰が造立したかその主な例を以下に示す。

①　雑色村 ( 現いすみ市大原 ) で、宝永 4 年 2 月〖

2001〗と 3 月〖7980〗に造立された地蔵菩薩立像
2 体には、それぞれ雑色村永野大庄右衛門と施主雑
色村永野□□と六部名が刻まれている。この永野氏
は同一人物の可能性もあるが、同じ村に 2 体の地
蔵菩薩像を、一月違いで造立して供養をしているこ
とを考えると別人のように思われる。同じ村から 2
名が六部になって廻国に向かっている。

② 　下布施村 ( 現いすみ市下布施 ) では、宝永 4 年
10 月積善日造立の供養塔〖8965〗に善誉栄順・一
徃来心・宅元安帰・一無了 ( ヵ ) 相の 4 人の四字法
名の六部名が刻まれている。これ等の法名は廻国前
に得たものか、成就後に得たものか分からないが、
同一村から 4 名の在俗の者が、六部となって廻国
納経に向かい成就し供養塔を造立している。

③　柴村 ( 現南房総市和田町柴 ) の真言宗西福寺に
宝永 5 年 10 月に造立された供養塔 〖6406〗には、
正面と左右両面に「奉納大乗妙典六十六部供養塔二
世安楽　天下泰平・国土安全」と、それぞれ同じ主
銘文と脇銘文が刻まれ、願主と造立年月日が以下の
ように刻まれている。

左側面：願主剣持源五左右門　法名清春　宝永
五戌子 ( ママ ) 年十月吉辰

正　面：願主山田紋左右門　宝永五戌子 ( ママ )
天十月吉旦

右側面：願主緒方庄左衛門・同行座間平兵衛・同
行石井太良兵衛　( 下線筆者 )

　　　　　　　　宝永五戌子 ( ママ ) 天十月吉祥
この供養塔では、柴村からほぼ同じ時期に、3 グ

ループ 5 名の在俗者が六部になって廻国に向かっ
て、何れも成就していることが分かる。

④ 　供養塔③の 1 ヶ月後の宝永 5 年 11 月 13 日に、
隣の和田村 ( 現南房総市和田町和田 ) の観音堂に供
養塔〖8585〗が造立されている。この供養塔には

「奉納大乗妙典六十六部供養塔　天下泰平・国土安
全」と主銘文と脇銘文が刻まれ、願主座間平兵衛・
同石井太郎兵衛・同真田伝次郎・同行緒方庄左衛門
と刻まれている。( 下線筆者 ) この内下線の 3 名は
柴村の供養塔の右側面の願主と同じで、2 ヶ村に供
養塔を造立して供養をしている。( 同真田伝次郎は、
和田町柴の供養塔にはなく、同となっているので六
部と思われるが位置づけは不明 )

⑤　在俗の六部ではないが、隣村の川口村 ( 現千葉県
南房総市千倉町川口 ) の真言宗高徳院に、翌宝永 6
年 10 月吉日に地蔵菩薩立像〖8546〗が「奉納大
乗妙典六拾六部大願成就供養仏」とし、脇銘文に「天
下泰平・国土安全　一法界一味廻向而已」と刻銘さ
れて造仏されている。この像には、浄心・浄恵・浄円・
浄智・浄誉の 5 人の同寺院の僧と思われる願主が
刻まれている。この像は、地震の犠牲者の七回忌命
日の直前に造立供養されている。

これ等の例で分かるように、最初期の一般在俗の六部
は、いずれも苗字を供養塔に残していた。また、同じ村
から複数名が一人ないし小グループに分かれて廻国に向
かい、成就して村に帰還すると、それぞれ供養塔を造立
して供養会を行ったことが見て取れる。これ等のことか

表 2．天災・疫病流行と六十六部廻国供養塔【千葉県版】

出典 「過去の災害一覧」内閣府防災情報より抜粋編集
 『江戸の災害史』倉地克直著　中公新書（表－ 8 江戸時代の主な疫病流行より抜粋編集
 『飢饉　飢えと食の日本史』菊池勇夫著　集英社新書より抜粋編集
 「供養塔データベース」六訂版　
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ら村の人々の間には、廻国納経に非常に強い思いがあっ
たことが伺える。市原市の場合、苗字を名乗った六部は、
享保年間から享和年間に限られ、それ以後は供養塔に刻
まれているのは名前のみの六部で、苗字を名乗った六部
は家督を息子に譲り隠居して廻国に向かったと推測され
た。

既に述べた通り、元禄 16 年 11 月 23 日未明に起き
た大地震で、房総半島では 6,500 人が亡くなったとさ
れている。地震で大地は荒れ狂い、家々は倒壊し、沿岸
部は打ち寄せる津波に流され、なすすべもなく一瞬にし
て多くの人々が亡くなった。この世の地獄を見た人々は、
神仏の怒りであり祟りと恐れ、これを鎮め祓い贖うため
廻国納経に救いを求めたのではないだろうか。村の人々
の中から犠牲者を弔い供養するため六部になって、古代
より 66 州の国の鎮守とされた一宮や、法華滅罪の寺と
して国ごとに鎮護国家の寺として造立された国分寺等の
霊場を、廻国納経し成就して帰村し、犠牲者を弔い供養
する供養塔を造立し供養会を行ったことが考えられる。

千葉県全体で見ても、供養塔の造立された時期から
それぞれの六部が廻国に出立した時期を逆算すると、元
禄地震から 3 年後がピークとなる。初期の六部たちが、
地域の宗教者や村々から身命を賭して廻国へ向かった信
心の篤い人々であったことを考えると、元禄大地震に
よって亡くなった人々の一周忌・三回忌の法要を疎かに

したとは考え難い。千葉県では、供養塔の造立は元禄大
地震の一年後の宝永元年には、全くされていない。三回
忌にあたる翌宝永 2 年から造立が始まり、七回忌の前
の年の宝永 5 年にピークになっている。一周忌と三回
忌の間に日本全国を行脚し廻国を成就させることは難し
いが、三回忌を終えた後に出立して七回忌法要 ( 宝永 6
年 ) の前に帰村することを目指した廻国とすれば、充分
に現実的な行程であるし、宝永 5 年に供養塔の造立が
ピークになることにも説明がつく。

その後、十三回忌となる正徳 5 年 (1715) 頃までは、
年間 10 基から 15 基の造立で、後に漸減して享保 4 年
(1719) に 5 基造立され供養塔の造立数が最低となる（表
２．参照）。この時期に続く廻国は、宝永の地震や富士
山噴火を受けて行われたものである可能性もあろう。だ
が、元禄地震に比べ房総半島での被害が小さかったこと
が、供養塔の増加には繋がらなかったと考えられる。

これ等のことから、最初期の廻国は、元禄大地震の犠
牲者の法要に合わせた供養の廻国であったことが推定さ
れる。特に七回忌というタイムリミットの決まった廻国
は、時間をかけることはできず、足早なものだっただろ
う。これが、小嶋氏が示した近世六十六部廻国初期のタ
イプⅠの廻国にあたると考えられる。

亡くなった人の法要は、現在は合理化され省略され
がちであるが、過っては葬式と同様極めて重要で、回忌
法要には遠い親戚縁者まで集まり盛大に執り行われた。
従って、家督を息子に譲っていた可能性があるが、冠婚
葬祭を取り仕切る一家の主が、廻国とは言え家を空けて
いる間に法要を行うことは避けるべきことであっただろ
う。宝永期に供養塔を造立した地域は県内全域にわたる
が、特に多い地域は房総半島南部から九十九里海岸沿い
の 8 市町村で、地震による被害が特に大きかった地域
と重なる。同じ村から僧のみならず、在俗者が小グルー
プに分かれて廻国に向かい、廻国供養塔を造立し供養会
を行っていることは、地震による犠牲者を弔い供養する
という極めて強い動機があったことを示唆している。こ
れ等のことから、千葉県における近世六十六部廻国は、
元禄大地震をトリガー（契機）として本格化したと考え
ることが出来る。元禄大地震による犠牲者を弔い供養す
る、幸い生き延びた人々の祈りの廻国であった。

４．千葉県の近世六十六部廻国の諸相

近世六十六部廻国は、小嶋氏によると 1700 年代
（1701 ～ 1710 年）の 10 年間に供養塔が全国で一気に
造立され、ここから本格化したとされる。千葉県の実
態を調査した結果、千葉県も同様の傾向を示し統計上
は 10 年間であるが、実際の造立は元禄大地震の後の宝
永 2 年（1705）からであった。このことから、千葉県
では元禄大地震を機に供養塔造立が始まったと考えられ
る。

ところが、近世の六部廻国そのものは今少し早い時期
に始まっており、六部は房総半島を巡っていたらしい。

図 4．市原市現存最古の供養塔〖市原 25〗2022 年撮影
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千葉県の近世六十六部廻国の諸相

伊能忠敬の義理の祖父である伊能景利は、下総国一宮
の香取神宮の門前町の佐原村 ( 現佐原市 ) で、宝永 3 年
10 月から翌 4 年 9 月までの 1 年間、亡くなった両親の
菩提を弔うため善根宿の施行を行い、宿泊した六部を「日
本廻国六十六部宿泊帳」に記録している。この「宿泊
帳」によると、宝永 3 年には東国のみならず、北は奥
州から南は九州日向国まで、地震の被害を受けていない
地域からの六部も宿泊している 38。これらの六部は、千
葉県内から出立する六部と違い、元禄大地震を廻国の直
接の動機としていない。元禄地震の前から浄土宗や真言
宗の僧などにより近世の六十六部廻国が行われていたこ
とは、既に小嶋氏などが指摘しているが、千葉県内にお
いても廻国行の開始と供養塔造立の開始には若干タイム
ラグがあった。

六部にとって房総半島は、安房国の納経所とされた清
澄寺が半島の南岸部山中に位置していることから、西は
東京湾側から、東は太平洋側から廻国しても房総半島の
海岸沿いをほぼ一周することになり、多くの六部が半島
南部の海沿いの村々を托鉢し、日々善根宿を求めていた
と考えられる。これらの地域に住む人々にとって、六部
は比較的早い時期から身近な存在であり、得られた六部
に関する情報や知識も豊富であっただろう。

近世最初期の六部は、僧などが主で六十六部廻国縁起
に示された六波羅蜜の修行のために廻国していたと思わ
れる。これ等の六部は僧であったことから、元禄大地震
の発生直後から被災地で経を読誦し、あるいは念仏を唱
えて懇ろに犠牲者を弔い、道々に供養をして巡っていた
だろう。このことは、近年発生した東日本大震災の時、
各宗派の僧侶が、津波で多くの犠牲者が出た被災地を巡
り、荒涼としたがれきの中で犠牲者の供養をして廻って
いた姿と重なる。

文化年間に廻国を行った日向国佐土原 ( 現宮崎県宮崎
市佐土原町 ) の野田泉光院は、廻国を記録した「日本九
峰修行日記」を残している。泉光院は、六部ではなく真
言宗の当山派の山伏で、安宮寺の住職を譲り大先達とし
て廻国している 39。泉光院は、日記に各地で頼まれて亡
くなった人の供養のため、仁王経や法華経を読誦して供
養したことを記している。このことは、檀家寺の住職に
よる回忌法要による供養とは別に、泉光院のように全国
の神社仏閣を巡礼して来た廻国行者による供養を、人々
は特別な供養として重要視していた様子が見て取れる。

このことを考えると、元禄大地震後、被災地を出立
した多くの僧と思われる六部が、泉光院と同様被災地で
亡くなった人を供養するため、経を読誦しあるいは念仏
を唱えて供養して巡ることは、極、自然な成行きであろ
う。ここで、再び宝永 4 年 10 月 4 日に宝永大地震が発
生した。東海道沿岸から紀伊半島、四国、九州東岸にか
け広域で甚大な被害を受けたが、ここを巡る六部は、犠
牲者の供養を行いつつ神社仏閣に納経して巡った。そし
てここから六部による供養の連鎖が起き、その輪は更に
全国に広がっていった。これ等のことから、近世六十六
部の廻国は、個人的な六波羅蜜の修行を超え、供養と救

済という民衆の信仰の機能を担うようになったと考えら
れる。

一方、被災直後は六部に犠牲者の供養を願っていた村
人たちは、後に自ら六部となって、三回忌法要を済ませ
た頃から、犠牲者を弔い供養し村中安全を祈願するため
次々に廻国に向かい、七回忌法要の前に帰村して供養会
を行うべく足早に廻国した。これが宝永 5 年に供養塔
の造立がピークとなった証左であろう。

これ等のことを総合して考察すると、千葉県における
近世六十六部廻国は、元禄大地震による甚大な被害を受
けたことを機に、全国 66 州の神社仏閣に「天下泰平、
国土安穏」を祈る廻国と、供養塔を造立して犠牲者を弔
う供養とが一体化して、六十六部廻国に新たな意義を見
出した。ここに小嶋氏が指摘された当時の社会的諸条件
が重なり、満を持したかのように一気に近世六十六部廻
国巡礼が一般化した。所謂、六部の廻国納経が六波羅蜜
の修行廻国から、供養し功徳を積む供養廻国に意義が大
きく変わり、ここから在俗者にも廻国の道が開かれ、多
くの僧とともに在俗者が六部になり廻国に向かい供養塔
を造立した。

更にこの六部になり廻国することそのものが功徳を
積むことである観点から、供養のため、より多くの神社
仏閣を参詣し納経するようになった。この廻国が、小嶋
氏が示した廻国のタイプⅡで、元禄大地震の犠牲者の供
養が一段落した正徳期以降の廻国がこれに当たる。これ
がさらに廻国を成就して供養塔を造立することのみなら
ず、廻国の途上で中供養塔を造立する意味でもあり、そ
こには六部と施行をする在地の人々の間に、石塔を造立
して供養を行う強い思いがあったとみることが出来る。
市原市の例では、他国の六部が供養塔を造立した例が全
体の約 20% あった。

さらに後期になると、供養塔造立を名目にして、在地
の人々との結縁・勧進を生業にした六部が生まれた 40。
彼らは廻国自体を目的とはしないため、廻国を成就しな
いこともあった。これが廻国のタイプⅢにあたる。

これは何れも当時の社会が求めた機能に合わせ、六
部と廻国のあり方が変化したものとも解釈できる。これ
が、筆者が市原市の廻国供養塔から、千葉県における近
世六十六部廻国初期の供養塔造立の実態を調査し考察し
た結論である。

おわりに

本研究は、六部によって個々に造立された供養塔よ
り、近世六十六部廻国初期の元禄大地震と廻国の関係を
検証する試みであった。これにより廻国の初期の動機や
元禄大地震との関係等の一端を明らかにすることが出来
たと自負している。今後、在俗の六部と供養塔の造立場
所や村人との関係、さらに関東地方の都県をはじめ全国
規模で同様の調査をすることによって、元禄、宝永地震
と供養塔造立の関係、飢饉や疫病流行と廻国の関係、近
世の六十六部廻国の全体像、地域差や東西の国による違
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いなどが明らかになる可能性が考えられる。これ等のこ
とは次のテーマとして取り組む計画である。
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